
3 月 23 日 分

２０２２年度 東京都企業春季大会 準決勝 VS ＮＴＴ東日本

【イニングスコア】 四死球数 0 0 0

48 分 ～ 12 時 09（ 木 ） 大田スタジアム 8 時2023 年

明治安田生命 0 0 1 0 0

5 8

安打数 1 0 1 0 0 1 0

1 0 0 0 0 2

0 0 0 2 10 13

1 0 4 8

6 7 8 9 10 計チーム名 1 2 3 4 5

0 1 0 0 2 5ＮＴＴ東日本 0 0 2 0 0

1 1 0 1 2 12安打数 0 1 4 1 1

0 1 2 0 0 5四死球数 0 0 1 1 0

【バッテリー・長打】

明治安田生命 ＮＴＴ東日本

投 手 三宮、高杉、中﨑、小玉〇 投 手 多田、熊谷、石井、堀、沼田●、片山

三 塁 打 三 塁 打

本 塁 打 高瀬(10回満塁) 本 塁 打 内山(7回ソロ)

捕 手 森川、岸本 捕 手 保坂

二 塁 打 二 塁 打 中村、道原、丸山

【野手個人成績】

打順
守備
位置

選手名 所属
イニング

7 8 9 10
打席 打数 安打

公式戦
通算打率1 2 3 4 5 6 10

1 (3) 福 岡 所沢支社 二ゴロ 二ゴロ 三邪飛 6 4 0 .000

2 (4) 新 城 東京第二マーケット開発部 右安

左飛 捕犠打 中飛①

.667

3 (8)9 伊 藤 浦和支社 右飛 遊飛

右安② 四球 6 5 4中安① 中安 二飛

3 3 0 .000

H9 泉 澤 八王子支社 ・

空三振 ・ ・ ・

.200

4 (7) 森 総合法人第五部 三邪飛 三直

右安 敵失① 3 3 1・ ・ 空三振

6 5 0 .000

5 (DH) 南 保 新入職員 遊ゴロ

三ゴロ 遊ゴロ 四球 一邪飛

.000

HDH 羽 根 品川支社 ・ ・

四球 ・ 4 2 0四球 二ゴロ

1 0 0 ---

6 (9) 永 廣 町田支社 左飛

・ ・ 四球①

2 0 .000右飛 ・

H8 鈴 木 丸の内支社 ・

・ ・ 2

四球 四球① 3 1 0 .000・ 遊ゴロ

5 1 .143右飛 空三振

8 (2) 森 川 町田支社

見三振 右本④ 57 (6) 高 瀬 総合法人第四部 右飛

・ ・ 3 3 0 .200二ゴロ 中飛 遊ゴロ

四球 2 1 0 .000

9 (5) 橘 内 上野支社

・ ・ 敵失②H2 岸 本 総合法人第一部 ・

.200

H5 日 置 新入職員 ・ ・

・ ・ ・ 2 2 0敵失 遊ゴロ

【投手個人成績】

登板順 選手名 所属 勝敗 投球回

3 2 .667

チーム合計 49 39 8

中安 遊ゴロ 中安 3

自責点
公式戦通算

防御率

先発 三 宮 新横浜支社 3 53 14 5

球数 打者 被安打 与四死球 奪三振 失点

1 1 2 2 6.00

２番手 高 杉 新横浜支社 4 48

４番手 小 玉 新宿支社 勝 2 32 9

2.25

３番手 中 﨑 東京第一マーケット開発部 1 18 19 0 2 0

18 4 2 2 1 1

3 0 0 2 0 0.00

0 0 0.00

3 5 3

【試合詳細】

９回２アウトから追いつき、延長で大量得点し決勝へと駒を進めた。
【３回表】相手の失策から２アウトランナー２塁とチャンスを広げると、新城のタイムリーヒットで１点先制する。
【３回裏】先発の三宮は４連打で１点を失い、さらに後続の犠飛でもう１点失い、逆転を許す。
【７回裏】２番手の高杉は先頭にソロ本塁打を浴び、１点追加される。
【９回表】１アウトから南保と鈴木の連続四球で１・２塁とし、続く高瀬は凡退し２アウトになるも、代打岸本のレフトの打球が相手の失
策を誘い、２得点で同点に追いつく。
【１０回表】ノーアウトランナー１・２塁から回が始まるタイブレーク制で福岡の犠打でランナーを進めると、新城のタイムリーヒット、
連続押し出し四球などで得点を重ね、さらに高瀬の満塁本塁打や相手失策などでこの回計１０得点を挙げる。
【１０回裏】４番手の小玉は２本のヒットで２点失うも、これで相手の反撃を食い止め試合終了。

チーム合計 10 151 60 12 5


